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霧
曇
・
あ
・
§
に
竃
塑
・
㌔
に
弓
謙
三
つ
て
も
、
本
町
公
配
設
に
外
な
。
な
い
、
町
巳
斎
，
／
叫
芹
の
熟
，
培
遠
・
§
合
で
丁
に
つ
裟
禽
墾
に
亡
匂
一
雛
認
ら
、
納
聾
口
唱
に
認
。

・

公
器
の
饗
墾
反
豊
・
塁
…
零
・
旨
、
P
つ
。
・
竺
葬
い
・
警
鴛
遊
の
で
あ
る
か
・
、
こ
の
憲
蓋
r
　
　
　
　
　
　
　
警
よ
っ
欝
つ
そ
覇
す
る
・
ず
で
の
諭
準
唇
ρ
の
で
数
．
設
で
な
い
聡
簿
レ
鳶

ノ

ー
t
石
は
】
渠
，
ζ
（
竪
の
三
品
毘

4
、
納
期
第
一
期

　四
p
a
C
l
l
i
＋
日
：
て
、
勺
二
期
　
六
月

　
t
日
か
ら
六
n
、
1
日
，
で
’
　
e
－
l
二

　
期
　八
月
一
日
か
り
八
力
三
十
一
n

　
ま
で
、
第
四
期
　
卜
ニ
ハ
一
日
か
1
2

一　
＋
，
　
l
月
二
＋
力
1
1
喰
で
　
　
　
r

　
　
　
　
　
　
　
－
、
日
パ
．
，
い
v
臼

牛
訓
与
陪
み
礼
つ
Ω
乞
肱
に
r
’
i
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c
口
字
除
・
、
）
　
　
　
　
　
　
　
一

つ
、
コ
灯
（
ト
ハ
A
．
リ
ヒ
の
子
に
々
［

有
‘
r
る
蜴
ロ
ー
山
廿
吟
い
万
て
「

　
十
万
岡
以
上
の
帥
得
か
あ
ソ
た
場

臼‘
／
）

去
［
t
l
lあ
曽
9
i9一
18

紫

藁
6
萎
纈
田
舗
鷲
竃
躍
議
竃
㎜
籠
躰
議
卵
議
蹴
議
ご
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繊
騨
溺
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」
の
剛
蕊
蠕
購
訓
バ
籠
舗
霞
竃
撮
ぽ
鷲
鷺
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露
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圓
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鰭
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誘
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縦
議
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ヨ
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ド
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．
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も
藷
曇
竃
§
西
旦
ロ
蓉
曽
警

擁
巽
1
l
＋
l
1
日
u
e
．
m
u
i
＄
N
’
は
笙
直
窮
の
姦
を
辿
♂
で
市

以
後
十
重
回
に
夏
リ
、
各
曽
責
料
を
蒐
一
ん
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
目

ll

物§
§
で
あ
，
手
。
萱

家
が
多
い
烏
に
こ
の
簑
寅
人
口
e
顛
・

何
手
蔀
鴇
山
這
杢
亭
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

r

林
責
源
未
利
用
鴎
地
の
高
度
利
用
等
の

｛x
x
Q
g
欝
菱
、
v
e
呈
喜
馨
護
置
書
よ
き
霧
頂
よ
り
箋
図
忍
§
い

を
考
慮
レ
本
年
二
月
五
目
基
宝
計
角
2
へ
魑
む
臓
＝
の
途
e
あ
る
事
登
砲
信
レ
一
ま
す
が
一
部
超
市
渦
稼
ぎ
も
考
え
ら
れ

“R”
）
N
の
で
あ
U
ま
す
。

一
号奉
町
民
が
机
上
の
計
画
に
絡
ら
ま
す
。
経
鴛
田
阿
し
つ
い
て
は
町
内
各

mNm
の
a
m
は
裏
警
鐸
量
く
盃
盃
の
篇
嘉
輻
胆
丘
罵
旨
ロ
雷
の
蕃
・

蓑
加
味
し
て
添
剛
レ
つ
、
塗
行
す
る

w
y
i
f
i
s
り
、
1
1
貝
島
議
窪
遭

レ
ヲ
題
鷲
認
藁
め
’
最
後
の
決
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
い

　
　
　
　
’
万
疏
瀞
排
レ
温
進
レ
人
畜
旬
力
の
臼
司
化
、
a
飽
把
臼
の
瑠

＃雛
詩
．
蒙
覧
齪
レ
藷

汀
・
・
讃
冷
曇
註
福
・

つ
垂
麗
苗
育
成

　3
明
虫
書
騒
除

（
一
斉
編除
）

4
G
代
品
評
宙

ハ
KM

　
　
　
ヴ
ぶ
ー
1
　
E
絶
付

　2
客
土
浸
爾
、
施
肥
つ
、
口
瑳

3
病
虫
害
の
防
除
（
一
曇
．

4渠
の
漸
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　　　

t

5
壇
農
催
會

　
■で
ハ
暑
．
履
硝
島
葉
冠
二
号
、

　
懸
圃
．
操
囲
聖
置

　
ロ

適
期
緻
橿
、
測
期
移
檀

ハ
病
虫
竃徹
氏
願
味
．

11競
作
會
の
実
施

3
甘
耀

　
イ
品
極
改
善
・
・
…
・
隠
林
二
、
七
号

　
　
、
九
州
十
1
1
号
、
源
氏
、
其
の

　
　
警
品
種

　
ロ
墨
啓

　
　
－
掴
子
馨
の
励
行

　
　
2
健
苗
商
成
へ
反
笛
六
搾
一
箇

　
　
　
七
o
匁
穏
度
一
搾
p
t
1
O
O

　　　　　　　　　　　
←

イ

暑
暮
繰
＋
蘂
旦

　
　

西
程度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奄

　

3
磨
爾
除
の
働
行

　

4
苗
匪
器
会

　
ハ
本
畑

　

－
■
期
刷
付
、

　

2
自
給
肥
料
の
壇
施

　

4
病
虫
轡
萬
除

　

5
埴
牧
塵
工

　

6
覆
蒼
理
の
臼
理
化

4
落
花
生
、
大
豆
、
闇
麗

イ

晶
穏
改
曹

曇
§

　
ハ
E
式
窪
ロ

5
票イ晶
器
書

゜

藩

m
u

　
ハ
蛋
管
理
客
瑚
化

　
二
嘱
虫
富
の
防
除

6
馬
鈴
■

　
イ
穐
子
竈
品
毒

　
p
自
給
芭
科
の
増
施

　
ハ
嘱
害
援

蚤　
イ

品
口
改
悟

　
ハ
病
虫
害
の
防
除

（萎
防
除
）

　
1
1
鰹
肇
■
の
矯
正

　
ホ
冶
牧
競袈
の
聞
隠

8篇
子

イ

巽
き
§
．
操
檀
一

　
　
　
　
　
　

　
ロ

作
式
塁
…
藩
翌
遥
・
移

　
　
樋
轡
u
　
　
　
　
　
一

　

ハK
虫
霞
閣
除

　

二
鏡
年
●
の
闘
催

eq
園
套
作
物

－
僅
砲

本
町
の
潟
嵐
涙
α
賃
候
風
土
が
果
樹
類

竃
も
柑
亀
擦
捧
レ
、
蒔
其
の

成
果
は
み
る
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
レ
た

が
、
璽
時
中
の
圭
貫
切
提
、
肥
料
、
労

力
不
足
に
よ
る
■
■
響
通
の
不
徹
底
は

6
生
西
に
■
レ
き
戚
少
を
來
レ
在
時

の
復
旧
を
み
る
に
庁
相
笛
の
努
力
を
要

レ
ま
す
．
然
曇
蒔
「
ポ
ン
カ
ン
】

rタ
ン
カ
ン
」
「
ベ
レ
ン
シ
ヤ
ー
』
r

ボ
ン
女
ン
」
写
の
垣
州
に
勝
る
柑
橘
栽

培
熟
が
賂
ん
に
な
U
う
A
あ
り
ま
す
の

で
’
之
が
埴
反
戸
垣
雨
の
高
接
更
新
を

な
し
本
町
の
鞠
蚕
と
レ
て
之
を
堤
蹴
レ

合
理
的
果
樹
■
雪
ロ
炉
ヤ
一
つ
で
優
艮
果

樹
の
増
竈
を
醗
る
ぷ
縛
に
次
の
諸
織
に

璽
磐
芝

　
　
ユ
g
虫
襲
U
璽
露
除

　
　
2
防
曇
O
字
傭

　
　
e
c
施
肥
5
璽

rl寅
…
…
百
孝
八
号
、
嬬
圏
刑
島

　
稜
、
贋
折
一
号
、
紅
梅
一
号

2
小
漫
…
c
白
旅
四
五
、
六
〇

　

号
．
江
島
ロ
カ

　
3
醐
子
泊
毎

4篭
■
、
g
樋
圃
設
置

是
護
書

蕎
塑
摺

2
虜
墨
鐵
の
■
行

・
m
g
培
管
理
客
理
化

商

昏
圃
の
警
裏
芝
竃

に
努
むC
特
用
作
物

ユ
喜
一

Z
が
壇
反
と
乾
債
室
増
設
に
よ
り
晶
質

向
上
に
努
め
る

耕
佗
上
の
聾
貼

　

ホ
拘
期
牧
苗

5
標
椙

本
町
の
鋼
類
の
晴
璽
は
殆
ど
珂
外
に

仰
ぐ
瑚
況
に
し
て
之
が
自
給
を
目
田
と

を
有
す
。
雑
木
林
は
木
炭
製
造
を
圭
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

iem
の
m
e
物
の
王
座
と
製
㌔
て
w
n
a
：
E
E
y
）
“
、
増
2
“
，
M
リ
”
p
’
　
g
〈
’
杉
、
薯
§
晶
冨

曇
碧
§
星
竃
で
冨
を
馨
言
苗
を
繋
嵩
は
曇
藷
警
れ
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す

　

4製
渇
、
■
枝
、
摘
果
の
台
理
叱

等
に奎
〃
を
主
誉
王
方
面
に
『
夏
み
か

　
l
r
ボ
ン
M
ン
」
等
の
増
植
を
計
る

2
柿
、
枇
杷

枇
杷
は
海
尼
碍
に
早
生
系
を
、
柿
は

上
方
面
に
各
亀

■
長
品
樹
を
瑠
鰻
唾
動

す
る蓼

　　　　　　　　　　　　
の鍵
を
ヒ
之
篭
曇
亘

　
イ

早
咋
、
阜
牧
を
品
り
災
害
の
宋
i

　　窪
　
　
　
鶴
羅
騨
競
鷲
甥

　
ロ

国萎
智
度
笛
三
坪
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a
l
A
J
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期
・
　
“
I
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ハ
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曽
襲
2
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繭
虫
芭
誓
ひ
置

　

ホ
施
肥
恒
、
5
冨
Φ
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謬
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へ
土
寄
建
．
8
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Ω
四
基
關
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
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挺
勧
す
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期
飼
料
貯
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矯

　
　
m
のtw
e
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rサ
イ
ロ
ウ
』
設
置
を
奨
働
す
る
e
優

　

ト
牧
穫
、
乾
■
疲
磯
妥
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亘
母
牛
の
導
入
に
つ
い
て
は
年
に
l
o

ナ認
、
w
w
　
’
　
E
s
g
v
t
l
￥
鼠
o
成
レ
匿
腿
奮
腿
レ

　

リ
品
辞
會
、
競
佗
邉
の
e
g

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧
殖
を
図
る
（
貸
興
條
項
は
別
に
定
む
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茶
　
　
　
　
　
’
る
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緑
茶
を
池
田
、
p
a
C
i
Z
l
a
g
p
a
E
C
L
“
．
〉
五
林
業

　
　
　
　
　
　
ノ

N
上
方
面
に
艇
働
レ
現
在
の
1
1
ハ
野
口

四

畜

産

本
町
畜
産
申
、
牛
、
豚
、
馬
最
も
そ

鑛
ぎ
雛
籠
‥
難
顯
鷲
蕪
鑓

竃
、
三
霧
曇
の
響
蕊
翼
覧
塁
・
量

し
て馨
曇
を
な
か
ら
レ
竃
耕
盲
．
竃
、
幣
品
萎
む

晩
馬
等
に
も
町
内
駕
の
窪
を
目
漂
一
整
量
§
交
線
D
翌

鹿
費
儀
の
荒
連
原
野
の
植
林
の
奨
働
に

重
魅
を
お
く

一

六

道

路

一
蚕墓
田
の
蓋
呈
s
t
m
t
l
s
，
c
a

閲
に
あ
る
レ
需
つ
て
・
口
誉
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
町
の
冶
勢
は
喝
嫉
φ
く
上
方
創
の
里

重
鮎
を
注
ぐ

七

水

産

漁
鑓
盛
ん
な
る
も
主
民
Φ
q
璽
毛
t

に
足
り
ず
丞
理
■
の
朽
殻
砥
愈
砲
に
獣

｝u
警
の
蚕
ケ
§
ニ
ィ
t
三

兀
毘
海
是
面
・
、
小
琶
の
薦

を
鋏
楓
み
に
切
換
え
’
一
四
町
歩
の
●
6
ぐ
爵
有
は
1
1
1
’
二
八
七
町
歩
に
し
尻
に
『
η
カ
メ
」
■
■
田
■
己
「
掲
人

誘
薗
豊
讃
は
山
林
、
至
『
商
全
三
三
」

e
を
な
し
爾
親
を
設
撃
。
纂
コ
M
S
N
m
a
に
手
漂
語
菖
き
蒙
話
藁
動
レ
、
璽

は
海
自
地
留
に
新
植
レ
種
苗
不
尼
の
吟
奄
■
憂
す
駈
実
に
大
で
あ
る
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設

置
す
る
．
工
湯
種
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難
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イ
町
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一
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R
b
S
N
I
e
〈
ノ
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．
薗
星
淫
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ロ
笹
良
樋
苗
の
移
入
及
育
成

ハ
目
給蟹
の
増
施

　
二
珂
蹴
な
る
明
定
整
枝
の
実
施

　
で
暇
電
拓
橘
の
改
良
向
上
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本
訂廷
自
t
a
町
歩
を
　
1
1
ハ
町
歩
に
レ

［繭
曇
曇
墾
レ
ξ
蹴
三
茎
竃
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よ
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垣
昌
碩
は
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レ
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有
利
な
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濯
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6

含
§
竃
§
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2
　
　
　
　
憧
・

に
厄
り
ヂ
’
之
が
町
内
自
給
を
目
曝
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蓼
ミ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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4

竃
く
頑
露
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え
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ど
う
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砥
工
町
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檀
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製
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方
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蒔
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●
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蒜
撃
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H
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、
Y
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一敗
穫
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の
魎
§
の
合
翼
化
を
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㈹
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よ
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、
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い
る
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支

　
　
の
で
あ
呈
す
、
　
　
　
　
縣

一

ぱ
　
　
の
自
給
自
足
ま
で
発
展
レ
特
來
茶
の
轍

　
　
出
も

考
え
ら
れ
で
い
る
の
で
あ
U
ま
す

　
　
次
に
今
象
で
の
あ
り
是
り
の
麗
業
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

産

　
　
・員
留
灘
き
蘇
采
町
の
財

昭和26犀3月25＿」ヨ

般

に

つ

六
三
制
完
成
に
よ
る
池
田
、
禰
川
、
大

根
占
、
宿
利
原
各
中
学
稜
の
建
築
の
爲

と
学
稜
災
害
復
旧
に
よ
る
建
築
工
事
の

た
め
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
國
の
補
助
と

頂
e
s
よ
つ
て
そ
の
竃
曇
れ

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
つ

巻
ま
レ
て
は
昨
年
と
大
差
な
く
経
常
的

経
費
で
あ
り
事
。

　
こ
の
五
七
、
七
一
四
’
七
〇
〇
圓
を

賄
う
財
源
と
レ
て
は
下
表
の
通
リ
で
あ

り
ま
レ
で
駿
く
は
蓋
の
○
○
％
に

い

現
象
は
現
ド
に
お
い
て
は
各
町
村
も
と

同
機
の
箔
ド
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
し

て
私
癌
は
更
に
一
歩
を
進
め
て
こ
れ
が

確
保
に
努
力
せ
ぬ
ぱ
な
ら
ぬ
と
考
え
て

い
る
の
で
あ
り
ま
ず
。

　
町
営
製
材
所
等
も
順
關
に
発
展
レ
そ

の
盛
金
を
一
般
會
計
に
繰
入
れ
る
こ
と

て

（網務課）

展
を
期
す
る
は
一
に
執
行
機
関
に
課
ば

ガ葵
な
る
霧
で
あ
り
遷
こ

れ
ら
の
冨
謹
葛
圓
滑
に
実
施
す
る
た
め

月

に
か
け
て
絡
臓
後
初
の
公
辻
川
事
市
け
で
あ
り
ま
す
。

麿
義
警
の
選
曇
わ
次
藁
還
鷺
け
邊
き

．

れ
て
か
ら
早
や
任
期
の
四
年
が
経
過
レ
に
被
迦
握
鵠
に
つ
い
て
申
レ
ま
す
と
次

ここ
に議
暑
に
整
蛮
讐
れ
の
筐
な
つ
て
い
事
。

へ
．

る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
り
K
す
’

尚
茜
年
器
撃
葺
町
の
笹
、

藁
羅
も
禰
友
の
餐
が
あ
竺
、
年
・
・
擁

一ま
レ
た
。
我
々
は
渦
去
並
び
仁
将
隈
を
．
四
日
以
山
の
出
生
着

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
少
年
院
の
長
の
諮
明

目
と
云
う

こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
レ
で
伺
弔
一
号
の
燈
明
を
す
ゑ
但
が
な
い
と

交
化
國
家
の
建
殴
途
L
に
あ
る
我
々
と
き
は
其
の
旨
を
選
轡
鯉
委
員
長
に
疎

レ
て
は
全
く
残
心
に
堪
え
な
い
こ
と
で
明
す
れ
V
よ
い
こ
と
に
な
つ
で
い
㊦
す

あ
り
ま
し
て
、
我
々
は
選
堪
z
」
対
レ
て
亡
の
外
に
『
代
理
投
梁
』
と
云
う
の
が

ー
に
町
長
墨
収
ユ
篶
縣
薄
㍑
難
駿
毅

に
必霧
竃
奮
曇
．
旦
薯
髪
の
藷
の
§
い
P
l
1

　　　　　　　　　　　　　　　　l

蓼
現
竃
成
奏
は
誠
亘

竃
ハ
量
べ
き
竃
ず
る
裂

で
あ
り
ま
す
o

機
関
謡
決
機
関
一
般
町
民
と
ば
ら
ー
￥

に
な
る
こ
と
な
く
、
こ
の
三
者
が
一
座

と
な
つ
て
或
は
縣
に
或
は
國
に
交
渉
上

麗
に
お
互
に
課
せ
ら
れ
た
納
税
の
完
納

に
協
力
レ
て
乙
そ
本
町
の
発
展
が
期
w
t

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　

”
の
で
あ
U
匡
そ
の
爲
曇
」
篇
の
護
の
塞
葬
撃
期
レ
［

一覆
曇
に
壁
§
曇

な
恵
は
云
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

冨
墨
襟
婁
に
m
o
身
近
翌
は

魍
藷
月
二
＋
曇
8
砦
等
の
藩
に
依
蓮
讃
羅
に
麗
出
來
な
い
曹
に
於
て

、

庄
所
要
件

二
＋
四
日
以
副
よ
り
本
町
に
居
住
レ

て
い
る
者

師議
何
随
員
並
び
に
知
事
の
選
堪
要
件

曹
鼻
菖
学
る
襲
所
に
行
繧
そ
の
霞
八
は
鑑
所
に
於
で
嵩
レ

昭
＄口

へ士
！、
勾≡

月

煽
己
ほ
不
誓
藁
⊆
号

籏
管
薯
盟
髪
糞
の
摺
壱

市
霧
・
嚢
培
で
あ
・
鐙
習
三
髪
犀
翼
ハ
曇
百
以

次
上
昭
和
二

土
窪
の
竃
つ
曇
も
§
じ
ま
す
町
覆
互
窃
淳
竃
い
こ
紮
覇
皇

響
ず
國
の
蕩
、
彊
墾
筆
壷
に
鶉
警
萎
譲
の
絹
套
擢
曹
覆
竃
溌
猿
邑
い
宣
彊
が
v
a
l
r
e
s
l

詩
鷲
請
舗
パ
霞
鷺
雛
曇
猿
諺

至
と
が
藝
れ
る
巽
に
霞
遡

一

反
も
超
り
易
い
も
の
で
あ
U
讃
す
o

％
1．5

9．9

7．6‘

10．3

　　　　　　　 　　　　　　　1

58．11

5．4
　　　　　　　 　　　　　　　1

0．9．

3．0

0．4

0．1

0．4

1．9

0．6

前
の
出
馨

一、
庄
所
哩
件
　
昭
和
二
＋
六
年
二
月

●

一
日
以
別
よ
り
本
町
に
居
住
レ
て
い

73．945

100

100

4．000

便
法
が
鍵
じ
ら
れ
て
い
ま
す
、
こ
れ
は
理
肴
が
選
任
レ
た
着
を
レ
て
藁
入
の

左
の
様
に
限
り
れ
て
い
走
す
が
大
い
に
云
う
候
納
醤
の
氏
名
を
書
か
レ
て
鰐
‥

利
用
レ
イ
滅
吉
た
い
も
の
で
す
　
　
一
吉
建
る
方
法
弔
あ
U
ま
す
。
以
上
栂
璽

1・
ma
人
が
そ
の
属
す
る
投
票
区
の
者
の
随
宜
を
討
る
湾
に
規
定
ざ
れ
て
い

　
あ
る
郡
市
の
区
域
外
に
お
い
て
職
務
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
又
は
勇
務
に
徒
頃
中
で
あ
る
べ
き
こ
吹
に
立
曇
に
つ
い
て
簡
躍
に
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

と
　
　
　
　
　
　
　
致
し
ま
す
o

二一

、

前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
外
董
大
体
選
岨
期
日
の
皆
示
は
四
月
三
日
に

ユ
ら
コ

当
・
。
頂
碧
c
湾
い
翼
竃
譲

ロ
ドー
L
致
レ
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

α
投
禦
す
る
蓄
も
立
候
補
着
ハ
憤
重
を
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

l

むー
レ
て
町
か
ら
一
使
の
遮
反
事
件
を
超
さ

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　
　
　
　
　
］

四
月
地
方
選
拳
に
つ
い
て

　
　
’

2．850．

　　　000

14．520
　　．000

i17．370

1．000

285．400

88．000

45．000

90．200

504．600

150．o「OO

1．240．0
　　　　　00

14．777．

　　　　300

2．271．0
　　　　　00

213．000

78、900

18．730●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
る
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
が
己
む
登
得
な
い
用
務
父
は
事
故
パ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
か
ら
、

鍋
卵黙
ー
藁
購
難
舞
日
霞
難
璽
籠
雛
バ
舗
藷

舳羅
顯
繊
酬
舗
竃
醗
灘
野
ー
難
糠
舗

7
票
職
翼
に
葺
て
あ
曇
の
撃
藁
ヨ
一
ま
占
響

ntw
w
智
、
遷
こ
れ
に
孕
函
㎜

蟻
繊
融
当
願

509．1】3．

366・‘）t川

158．3
　　　90

6．400

228．6
　　　00

圏
p
t
y
1
つ
C
S
ら
し
い
方
讃
へ
町
脚

3．556．3

　　　　01

3．717．6

　　　　00

220．QOO

3
°
9
0
6
°
｝

403

　
　
　
1L
期
日
は
地
方
公
共
團
体
の
■
宙
の
躍
員

0
並
に
長
の
選
堪
を
任
期
満
了
の
日
の
前

1．690．O

　　　　eo

354●7UO

　69●‘‘0り

307．or＞0

264．000

1．446．1

　　　　63i

　　　　　．b

三
十
日
以
丙
に
行
う
と
云
う
こ
と
に
成

1．217．

　　　400

2ラ”．t，0（，

184．8

1．二s7．2

　　　　71

：S；，4●｛▲00

亀
1．689
　　．900

2．049
　　．650

47．900

1385．Doo

633●OO（，

．
i
　
［
“
P
い
手
が
。
今
回
留
の
農
に

　

依
リ
石
の
通
り
特
例
を
以
つ
て
施
行
き

50．590

23．1

詫
る
も
の
晶

ξ
曇
　　あ
　　　り

f算額
　900．

　000
5．737
　．（－ii

4．414
　．｛YN’

6．tOt　i

　．00り

38．572

　．700
s．159

　．UOO
　sO7．

　OOO
1．765
　40〔1
　264．

　　000

　102．

　000
　275．

　　tMM

305．01↓，

1（〉・973●0

　　　　00
　　　19．0

8172●702

事
、
更
に
著
売
牛
の
■
入
茜
或
l
，

は
憲
曉
剛
振
興
曇
竃
二
一
費

董
欝
9
紮
の
で
s
w
：
　
a

　
教
胃
費
　
塞
蕃
透
五
八
、
　
萬

　
1
％
を
占
め
て
居
り
ま
ず
が
’
こ
れ
は
ー

14．］

投揚費
㎏察wa防費

土木費

倣育費
b’
ttt　Pt働費

保健衛生畳

産業経濟費

財産費

統計調査費

選mp　RI

公債R
諸支出金

　計

　％

　t”）tl

t；3’s．

　｛｝り0

355．

　bOO
57．71

4．700

磁
員
町
長
は
何
れ
も
K
正
十
五
年
五
月

一
目
以
齪
の
出
生
曽

右
の
寝
件
企
囎
え
た
首
で
先
般
行
わ
れ

具
若
レ
く
は
産
褥
に
あ
る
た
め
歩
行

が
著
し
く
困
難
で
あ
る
べ
き
こ
と
’

η⌒

は
少
年
院
若
く
は
監
獄
に
敢
容
中

で
あ
る
こ
と

れ
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
回
新
た
に
禰
充
認
入
名
籔
を
醐
竪
ノ
又
は
翼
務
に
係
る
官
公
培
、
禽
杜
、
璽

セ
縣
敏
重
§
騒
の
際
に
謹
嬰
人
名
以
上
の
験
に
な
つ
て
い
ま
ず
が
一
号
の

簿
に
登
録
一
、
れ
て
い
泣
外
の
蓄
は
今
鋤
鱈
は
露
堪
人
“
徒
事
レ
て
い
る
踊
麟

　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

本
町
の
町
長
の
任
期
け
四
月
四
日
迄
で
て
、
こ
れ
に
登
録
レ
乃
け
れ
ぱ
な
り
ま
簿
羅
の
他
こ
れ
に
準
す
る
も
の
の
長

騎鑓
婿
舗
朗
鮭
鷲
纏
詩
パ
羅
鑓
註
‥
舗
舗
蛤
離
鷲

響
に
ょ
り
任
期
留
ち
1
1
1
月
1
1
＋
1
i
l
l
e
a
m
a
J
y
＄
r
V
r
a
、
選
畿
2
己
‘
芋
。

日

を
以
て
町
譲
臼
■
長
宛
辞
表
を
提
出
格
香
で
礎
礒
迄
の
選
暴
人
名
簿
旨
山
’
南
二
号
の
頃
合
に
お
い
て
は
前
門
つ
5
4
°
r

レ
こ
れ
が
承
器
季
理
〉
退
職
し
ま
し
て
　
，
，
れ
て
い
な
い
看
は
こ
の
期
関
内
に
智
岳
■
人
の
庄
所
地
の
市
町
村
長
へ
遥
軍

立
候
禰
層
に
添
付
じ
て
提
出
す
べ
き
醤

類
倫
題
堪
長
に
堤
出
す
る
）

ユ
、
責
格
審
査
確
認
露
の
紅

2
’
政
党
に
所
属
レ
て
い
る
香
は
モ
の

鐙
明
書

3
、
公
務
員
で
あ
つ
た
囑
（
箕
■
酷
の

　
に
骸
懲
す
る
酋
）
で
立
幌
旬
の
露
退

職
レ
て
こ
れ
が
臼
め
c
れ
p
a
は
申

　
出
を
レ
た
後
五
日
を
峰
．
禽
レ
た
場
合

　
は
勘
璽
畏
に
〉
て
は
（
竃
退
職
レ

た
’
お
っ
屋
，
レ
て
処
寧
る
量

　
．
り
騒
山
d
£
■
を
必
要
と
す
る

　
～、

書
■
の
瞳
立
候
福
す
る
こ
，
T
O
」

丁、

藁
露
豊
鐙

曇
出
の
場
白
は
立
候
補
固
の
か

わ
り
に

ユ
、
推
閥
腫

2
、
候
捕
汚
描
厄
囮
出
承
諾
茜

3
、
題
騒
人
名
麗
登
蝕
謹
鯛
路
　
　
　
ま
す
。

金
定
必
堰
と
レ
他
厭
同
壕
で
あ
る
。

以
上
大
略
述
べ
ま
レ
た
が
、
若
レ
必
墾

事
げ
町
農
箋
曇
問
．
一
、
一

s
J
下
さ
い
。

五

ケ
年
計
畜
推
進
の
尖
兵

　
　
　
　
技
術
員
を
も
つ
と
活
用
し
ま
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纒
　
　
濟
　
　
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
1

　
　
　
の

今
後
も
機
会
あ
る
知
に
進
ん
p
出
席
致

レ
ま
し
よ
う
o

盛
大
で
賑
わ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　室
る
旨
の
讃
明
書

確
於
て
蕩
璽
の
竃
蝕
識
筑
を
せ
ね
ば
竃
は
§
ξ
薯
レ
く
は
議
竃
璽
5
．
責
誓
鯛
嚢
の
驚

代
理
■
致
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
な
い
こ
と
に
な
U
ま
す
か
ち
癌
．
這
憩
べ
は
謂
在
中
で
あ
る
・
’
　
’
痔
の
唱
町

契
馳
■
萬
員
の
任
期
な
甲
遇
の
謬
四
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
尾
、
爵
’
s
w
題
w
は
助

孟
量
曇
葦
の
昔
嚢
つ
い
て
申
5
享
竜
輌

其
の
他
に

ユ
’
履
歴
脇
（
四
〇

2
、
一
鶉
裏
落
り
霞
崖

展
を
画
レ
て
、
町
欧
推
返
の
根
幹
レ
濠

る
べ
き
西
藁
振
随
五
ケ
年
5
1
画
の
具
体

叱
を
懸
否
う
＼
あ
つ
た
が
ζ
の
程
漸
く

之
が
成
就
を
見
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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